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新しい地誌学習への提言



































































































































































（課　題） 学習しない地域・国かおる。（課　 題） 網羅的になる場合もある。



























（課　題） 学習しない国が多い （課　 題） 学習しない都道府県が多い























































































































































































































































































－１概念的知識, C ― 2説明的
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問」に変換することができるノ
「‾中部地方
」の中核考察を貫く問い（Q）と下
位の問い（q1からq4）は
，次のように設定される。
Ｑ　なぜ
，全国的にみて，各産業に占める中部
地方の割合が高いのだろう。
qi　なぜ
，日本海側で稲作が盛んなのだろう。
q2　なぜ
，愛知県や静岡県で輸送機械工業が発
達しているのだろう。
q3　なぜ，中央部の盆地では，果樹生産が盛ん
なのだろう。
q4　なぜ，八ヶ岳では野菜の生産が盛んなのだ
ろう。
厂解説
」の例示をもとにして，見いだされた地
理的分野から厂なぜ疑問
」を抽出し，厂問いの構
造化」を行った
。このことで習得させる説明的知
識を決定することができる。
（2）関連付ける事象の「知識の構造
」
中核にした地理的事象を他の地理的事象と関連
付けて追究する
。その際，厂なぜ疑問」から下位
の問いを導き出し（「‾問いの構造化
コ，説明的知
識を構成する分析的知識や記述的知識を習得させる
。
匚解説
」の例示に従えば，匚北海道地方では，
どのようにして特色ある農地の開発や街づくりが
進められていったのか
。」の問いとなる。その解
は
，北海道の開拓歴史に関する事柄として，開
拓使や屯田兵村の設置
，石狩平野の開発，十勝平
野の開発
，根釧台地の開発で構成される。その内
容は
，分析的知識，記述的知識として，北海道地
方の冷涼な気候や土壌などの特色
，自然環境へ働
きかけ開発に尽力した人々の営み
，稲作拡大の様
子や畑作
，酪農地域の分布特色で構成される。
地域の産業や開発の動向を自然環境への働きかけという観点から関連付けて探究することになる。
（3）探究の結果（説明的知識）と概念的知識の
習得，表現
探究の結果を分布図等の地図で表現することが
考えられる
。この際，説明的知識を反映した表現
の内容になっていることが重要であるＯまた
，
匚なぜ疑問」につての解を，事象間の関連を説明する説明的知識（解説文）で表現する言語活動
も重要である。
さらに
，複数の探究の結果（複数の説明的知識）
を比較し
，地域的な共通性をとらえさせ，概念的
知識を習得させる
。匚解説」の例示に従えば，東
海地方と中央高地の野菜生産の説明的知識を習得
した後
，厂野菜産地を成立させている要因は，気
候や土壌などの自然的条件と
，消費地との位置関
係や他産地との競合関係
，生産に携わる人々の工
夫などといった社会的条件である
。」という概念
的知識を習得することになる
。また，東海地方と
中央高地の野菜生産の共通点は
，「‾名古屋や東京
などの大消費地との立地関係が影響している
」こ
とから
，厂地域の産業の動向は，技術の発達や他
地域との関係などにより変容している
。」という
概念的知識を習得することになる
。
以上のことから
，新学習指導要領における中学
校社会科地理的分野の「‾日本の諳地域
」における
中核考察の地誌学習の理想型は，次のように提案
できるＯ
（4）新しい地誌学習の理想型（1）地域区分（７つ）
（2）7つの中核考察におけるそれぞれの中核と
なる地理的事象の決定と中核考察における概
念的知識の抽出
（3）（2）の概念的知識を構成する複数の説明的知識の抽出と匚なぜ疑問」の決定
（4）（3）に関連付ける複数の地理的事象の決定
（5）（4）の地理的事象を構成する説明的知識
，
分析的知識，記述的知識の抽出と厂なぜ疑問」
の決定
（6）中核考察で習得した説明的知識を他の地域の地理的事象に応用した考察
なお
，（2）から（5）の順に知識の構造化が進
む事例と, (4) (5)で関連する地理的事象の知識
が構造化され
，（3）（2）の順で複数の説明的知識が
抽出され
，概念的知識が抽出される事例が考えら
れる
。予め概念的知識を決定して授業を設計する
のではなく
，中核となる地理的事象と関連する地
理的事象から帰納的に説明的知識を抽出すること
が重要となる。このプロセスは，授業を設計する
過程でもある。
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w　新しい地誌学習の授業モデル
ここでは
，最初に，社会科教育における「生活
文化学習
」「伝統文化教育」のあり方について論
じる
。次に，Ⅲの３の（4）で示した「新しい地
誌学習の理想型
」をもとにして，「生活・文化を
中核とした考察」を事例に
，新しい地誌学習の授
業モデルを提案する。
１　社会認識教育としての伝統文化教育
生活文化や伝統文化を取り扱うことで
，身近な
扎,氛から生き生きと社会事象をとらえることがで
きる
。しかし，それだけでは学習内容が科学的に
な
らないという課題がある。
岩田
一彦は, 1989年版学習指導要領の鍵概念は
「生活
」であるとし，厂『生活』の重視は，具体的
内容の提示へ進むのか
，科学性の喪失に進むのか，
両刃の剣である」（⑦, p.6l)と指摘している。
そして
，厂生活を扱うことが，風俗・習慣の社会
科に陥
ってはならない。社会科学の眼で生活を分
析する研究が重要である。」（⑧, p-9)と提案し
ている。
また
，岩田は,
 2008年版の学習指導要領の「伝
統文化教育」について，次のように述べている。
これまでの社会科は
，経済，政治，生活に内
容の中心を置いてきた。今回の改訂では，その
方向性を修正し
，伝統，文化，歴史の比重を大
きくしようとしている。伝統，文化では，世界
文化遺産や伝統的な日本文化の教材化か
，今後
の課題となってくる。この場合には，社会科の性格
を破壊しないような配慮が必要である
。（⑨p.69)
岩田は
，「生活」が登場した1989年版以降，社
会科学の眼で社会科における匚伝統文化教育」を
構想することを主張している
。今回の改訂では，
社会科教育の内容の中心が匚経済，政治，生活」
から「‾伝統
，文化，歴史」にシフトしたことを危
惧し
，社会科の性格を破壊しないような配慮が
必要である
」と強調している。伝統文化を政治や
社会
，経済の反映としてとらえることの主張は，
従前の中学校学習指導要領［社会］の指導書や
「‾解説
」にも見られることである。⑩
社会科は社会諸科学の研究成果を組み込んで社
会認識形成を図る教科である
。中核考察で匚伝統
文化」を扱う場合も，社会諸科学の眼で地域的特色をとらえさせることが重要である。
２　「生活・文化を中核とした考察」を事例とした新しい地誌学習の授業モデル
（1）地域区分
本カリキュラムモデルでは
，従来の７地方区分
を採用する
。匚近畿地方」で厂生活・文化を中核
とした考察
」を行い，具体的な事例を提案する。
（2）中核となる地理的事象の決定と中核考察にお
ける概念的知識の抽出
①　中核となる地理的事象
「解説
」に従えば，中核となる地理的事象は
厂地域の伝統的な生活
・文化に関する特色ある事
象
」で，厂伝統的な町並みの保存や伝統行事の継
承
，伝統的な地場産業など」が例示されている。
厂近畿地方」で次のようなことが考えられる。?―
奈良県明日香村の景観や今井町の伝統的な
町並みの保存
ii　京都の三大祭りの継承
血　繊維，陶磁器，酒造業などの伝統（地場）
産業
②　中核考察における概念的知識の抽出［‾解説］を参考に概念的知識を抽出すると，次
のようになる。
①　交通
・通信が発達し，都市化や国際化厂贋
報化か進展して地域間の交流が活発化する中
で
，各地域の人々の生活は同質化か進み，伝
統的な生活
・文化が変容している。
②　各地域の人々の生活は同質化か進んでいる
ので
，地域の伝統や文化を見直し，それを守
り育てる活動が盛んになってきている。
（3）（2）の概念的知識を構成する複数の説明的知
識の抽出と匚なぜ疑問」の決定
①　奈良県の今井町や明日香村では
，交通・通
信が発達し
，都市化や国際化，情報化が進展
して地域間の交流が活発化する中で
，地域の
人々の生活は同質化か進み
，建物の増改築や
周辺地域を含めた宅地造成によって，景観が
変容している。
②　奈良県の今井町では
，人々の生活の同質化
が進んでいるので
，①の状況を食い止めるた
めに
，条例により町並みの景観を保存しよう
と，地域の人々は様々な組織をつくって活動
している。
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③　奈良県の明日香村では
，人々の生活の同質
化か進んでいるので
，①の状況を食い止める
ために
，古都保存法により歴史的風土，景観
を保存しようと
，地域の人々は様々な組織を
つくって活動している。
④　京都では
，人々の生活の同質化か進んでい
るので
，地域の伝統や文化である町並みの景
観や三大祭りを見直し
，それを守り育てる活
動か盛んにな
ってきている。
⑤　近畿地方では
，中世・近世からの伝統的な
技術が守り育てられているので
，繊維，陶磁
器，酒造業などの伝統（地場）産業が発達し
ている。
（4）（3）に関連付ける複数の地理的事象の抽出このことについて，「‾解説」では次のように述
べている。
「それ（抽出した地理的事象
：米田）を自然環
境や歴史的背景
，他地域との交流などと関連付
け」については，伝統的な生活・文化に関する
諸事象を成立されている諸条件やその諸事象の
変容を
，自然環境や歴史的背景，他地域との交
流などと関連付けて追究するひとが考えられる。（⑤, p.32)
ここでは
，冂　奈良県明日香村の景観や今井
町の伝統的な町並みの保存」について
，「解説」
の５つの視点から検討するＯ
①　事象を成立させている諸条件・古都保存法や条例の制定
・明日香古京を守る会や今井町並み保存会の
活動
②　事象の変容
・明日香古京を守る会や今井町並み保存会の
活動に触発されて，移り住む人が増えてき
た。
③　自然環境・該当事項なし
④　歴史的背景
・明日香は古代の都や遺跡の存在・中世からの町並み
⑤　他地域との交流
・今井町の町並み保存については，F‾全国町
並みゼミ」を輪番で開催し，町並み保存の
啓発に努めている。
(5) (4)の地理的事象を構成する説明的知識
，分
析的知識，記述的知識の抽出と匚なぜ疑問」の
決定
冂　奈良県明日香村の景観や今井町の伝統的
な町並みの保存」について, (4)を受けて抽出
された説明的知識は
，次のとおりである。
古代からの明日香の都や遺跡の存在
，中世か
らの町並みの歴史的背景のもと
，それらを保存
するために
，古都保存法や条例の制定，明日香
古京を守る会や今井町並み保存会の活動
，匚全
国町並みゼミ」の開催が原因となって，明日香
村・今井町の伝統文化は守られている。また，その成果として，両地へ移り住む人が増えてき
ている。
なお，分析的知識，記述的知識については省略
する。
（6）中核考察で習得した説明的知識を他の地域の
地理的事象に応用した考察
歴史的な町並み保存については
，以下の地域の
町並み保存に応用して考えることができる
。
萩市の武家町　　　　南木曽町の妻籠宿
倉敷市の商家町　　　下郷町の大内宿祇園新町の茶屋町　　関町の関宿等々
以上
，社会認識教育の視点で匚生活文化学習」
や匚伝統文化教育
」を推進することの重要性と，
匚日本の諳地域」の「生活・文化を中核とした考
察
」を匚近畿地方」で行う場合の具体例を匚奈良
県明日香村の景観や今井町の伝統的な町並みの保存」を中心に提案した。
Ｖ　おわりに
本提言論文では
，新学習指導要領における匚日
本の諳地域」の学習における，「中核考察」のあ
り方を提案し
，その具体的な内容を「近畿地方」
の「‾生活・文化を中核とした考察」で示した。
７つの中核考察をどの地域区分で行うかは
，中
学校の教育現場の大きな課題である
。７つの中核
考察を横蚰に
，７つの地域区分を縦軸にとったマ
トリックス表に
，従前の教科書や地理学等の研究
成果を埋め込んでいけば，考察するに足る最も適
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切な地理的事象が浮かび上がる
。「｀近畿地方」で
「生活
・文化を中核とした考察」を示したのは，
最も多くの生活・文化の事例で学習できるからで
ある。
本提言論文が
，中学校の教育実践に生かされる
ことを期待している。
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